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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第４期

第２四半期
連結累計期間

第５期
第２四半期
連結累計期間

第４期

会計期間
自 2018年10月１日
至 2019年３月31日

自 2019年10月１日
至 2020年３月31日

自 2018年10月１日
至 2019年９月30日

売上高 （百万円） 9,284 10,977 19,694

経常利益 （百万円） 234 241 1,786

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 141 147 1,116

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 150 159 1,114

純資産額 （百万円） 6,742 7,871 7,706

総資産額 （百万円） 20,972 21,409 18,259

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 15.53 16.09 122.24

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 15.12 15.72 119.23

自己資本比率 （％） 32.1 36.7 42.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 66 921 2,196

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,511 △797 △2,842

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 5,045 2,695 825

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（百万円） 3,901 4,299 1,480

 

回次
第４期

第２四半期
連結会計期間

第５期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年３月31日

自 2020年１月１日
至 2020年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 19.71 7.33

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

   (1)経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益や雇用・所得環境の改善により緩やかな回復

基調が続いているものの、新型コロナウイルス感染症の拡大等により経済活動の停滞懸念が台頭しており、景気の

減速感が強まっております。

　このような環境のなか子育て支援事業を取り巻く状況は、女性の社会進出に対する意識の変化や政府による女性

の活躍推進などにより、共働き世帯数や女性の就業率は上昇傾向にあり、保育に対する需要は引き続き高い状況に

あります。

　こうした保育需要増加に対応するため、政府・自治体が保育の受け皿拡大を目的に保育士確保や保育所整備の施

策を進めており、2020年度末までに保育の受け皿を300万人分程度とする方針を掲げています。こうした政府の取

り組みの結果、保育所数が増加していることもあり、保育所の新設に対する需要は今後、ややペースダウンするこ

とが想定されます。一方で、東京都心部では人口流入による、保育需要の増加が続いていることから、地域による

濃淡はあるものの、保育所の新設に対する需要は当面の間、一定程度続くと見込まれます。

　高齢化や総人口の減少による労働人口の減少が懸念されるなかで、経済の活力の担い手となる女性の社会進出の

ためには保育環境の整備、保育の質向上が課題であり、子育て支援事業者の社会的役割は一段と重要性を増してお

ります。

　こうした状況下、当第２四半期末時点で、当社グループは認可保育所118施設（東京都86施設、神奈川県23施

設、千葉県３施設、埼玉県１施設、大阪府５施設）、認証保育所・認定こども園等保育施設23施設、企業主導型保

育所11施設、学童クラブ・児童館13施設、児童発達支援事業所１施設の計166施設を営んでおります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において新たな施設の開設準備を進め、以下のとおり2020年４月１日に認可保

育所７施設、５月１日に児童発達支援事業所２施設を新規に開設しております。

 

(保育所)

 東京都

      グローバルキッズしののめ園

      グローバルキッズ曳舟保育園

      グローバルキッズ目黒園

      グローバルキッズ六郷保育園

      グローバルキッズ小金井第二保育園

 神奈川県

      グローバルキッズ大倉山園

      グローバルキッズ大船園

 

(児童発達支援事業所)

 神奈川県

      グローバルキッズ Act大倉山

      グローバルキッズ Act宮前平

 

　当第２四半期連結累計期間の経営成績は、運営施設数の増加を主因とした園児数増加により売上高が増加しまし

た。一方で、販売費及び一般管理費の抑制を進めたものの、保育の質向上を目的とした働き方改革を戦略的に進め

たことで人件費が増加し売上原価が増加しました。

　上記の結果、当第２四半期連結累計期間は、売上高10,977百万円（前年同期比18.2％増）、営業利益195百万円

（同21.0％減）、経常利益241百万円（同3.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益147百万円（同4.3％増）

となりました。
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(2)財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して3,149百万円増加し21,409百万円となり

ました。

　流動資産は、前連結会計年度末と比較して2,771百万円増加し6,582百万円となりました。これは、未収入金が

195百万円減少した一方、４月の新規開園に備え現金及び預金が2,818百万円増加したことが主因です。

　固定資産は、前連結会計年度末と比較して378百万円増加し14,827百万円となりました。これは、建物及び構築

物が339百万円減少したものの、新規開園に向け建設仮勘定が684百万円増加したことが主因です。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末と比較して2,984百万円増加し13,537百万円となり

ました。

　流動負債は、前連結会計年度末と比較して3,005百万円増加し6,092百万円となりました。これは、新規開園準備

のため短期借入を2,700百万円実行したほか、未払金が252百万円増加したことが主因です。

　固定負債は、前連結会計年度末と比較して21百万円減少し7,445百万円となりました。これは、退職給付に係る

負債が24百万円増加した一方、繰延税金負債が42百万円減少したことが主因です。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して165百万円増加し7,871百万円となりまし

た。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が147百万円増加したことが主因です。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、4,299百万円となり

ました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、921百万円（前第2四半期連結累計期間は66百万円の増加）となりました。これ

は、新園開設に係る支払いにより前払費用が142百万円増加した一方、税金等調整前四半期純利益263百万円、未払

金の増加252百万円、減価償却費399百万円が発生したことが主因です。

　また、前第2四半期連結累計期間と比較して収入が854百万円増加しております。これは、未収入金の増減額が

204百万円増加、前払費用の増減額が278百万円増加、税金等調整前四半期純利益が29百万円増加、法人税等の支払

額が140百万円減少したこと等によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、797百万円（同2,511百万円の減少）となりました。これは、有形固定資産の取得

による支出が693百万円、敷金及び保証金の差入による支出が82百万円発生したことが主因です。

　また、前第2四半期連結累計期間と比較して支出が1,713百万円減少しております。これは、敷金及び保証金の回

収による収入が17百万円減少、無形固定資産の取得による支出が15百万円増加した一方、有形固定資産の取得によ

る支出が1,720百万円減少したこと等によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は2,695百万円（同5,045百万円の増加）となりました。これは、長期借入金の返済に

よる支出が457百万円ありましたが、一方で短期借入金の増加が2,700百万円、長期借入による収入が478百万円

あったことが主因です。

　また、前第2四半期連結累計期間と比較して収入が2,350百万円減少しております。これは、短期借入金の純増減

額が1,600百万円減少、長期借入による収入が744百万円減少したこと等によるものです。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社グローバルキッズＣＯＭＰＡＮＹ(E32156)

四半期報告書

 5/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,190,880 9,192,880
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 9,190,880 9,192,880 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2020年１月16日

（注）１
8,822 9,180,880 3 1,278 3 2,546

2020年１月１日～

2020年３月31日

（注）２

10,000 9,190,880 0 1,278 0 2,546

　（注）１．譲渡制限付株式報酬としての有償第三者割当によるものです。

発行価格　　　　　　726円

資本組入額　　　　　363円

割当先　　　　　社外取締役を除く取締役、子会社の従業員

２．新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2020年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社なかや 東京都中央区月島１丁目15番10-505号 3,969 43.19

中正雄一 東京都中央区 1,064 11.58

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 460 5.01

宇田川三郎 東京都板橋区 272 2.97

田浦秀一 千葉県大網白里市 220 2.40

生川雅也 東京都中央区 162 1.77

久芳敬裕 東京都国分寺市 161 1.75

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 142 1.55

グローバルグループ従業員持株会 千代田区富士見２丁目14番36号 115 1.25

高橋慧 東京都新宿区 100 1.09

計 － 6,668 72.56

（注）2020年３月末現在における日本マスタートラスト信託銀行株式会社の信託業務に係る株式数については、当社と

して把握することができないため記載しておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,187,800 91,878 －

単元未満株式 普通株式 2,080 － －

発行済株式総数  9,190,880 － －

総株主の議決権  － 91,878 －

 

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社グローバルキッ

ズCOMPANY

東京都千代田区富士

見二丁目14番36号
1,000 － 1,000 0.01

計 － 1,000 － 1,000 0.01

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社グローバルキッズＣＯＭＰＡＮＹ(E32156)

四半期報告書

 8/17



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年10月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,480 4,299

未収入金 1,932 1,736

前払費用 392 540

その他 6 6

流動資産合計 3,810 6,582

固定資産   

有形固定資産   

土地 589 589

建物及び構築物（純額） 10,640 10,301

建設仮勘定 32 716

その他（純額） 437 393

有形固定資産合計 11,701 12,001

無形固定資産   

ソフトウエア 30 45

ソフトウエア仮勘定 23 34

無形固定資産合計 54 80

投資その他の資産   

投資有価証券 79 111

長期前払費用 705 666

敷金及び保証金 1,546 1,617

建設協力金 324 314

繰延税金資産 10 8

その他 26 26

投資その他の資産合計 2,693 2,744

固定資産合計 14,448 14,827

資産合計 18,259 21,409

負債の部   

流動負債   

短期借入金 － 2,700

1年内返済予定の長期借入金 907 929

1年内償還予定の社債 23 －

未払金 1,228 1,481

未払法人税等 93 172

前受金 71 9

賞与引当金 553 553

その他 209 246

流動負債合計 3,087 6,092

固定負債   

長期借入金 5,032 5,030

退職給付に係る負債 255 280

繰延税金負債 1,852 1,810

資産除去債務 319 320

その他 6 4

固定負債合計 7,466 7,445

負債合計 10,553 13,537
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,275 1,278

資本剰余金 1,963 1,966

利益剰余金 4,522 4,670

自己株式 △0 △1

株主資本合計 7,760 7,914

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △0 △0

退職給付に係る調整累計額 △72 △61

その他の包括利益累計額合計 △73 △61

新株予約権 19 19

純資産合計 7,706 7,871

負債純資産合計 18,259 21,409
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2018年10月１日
　至　2019年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 9,284 10,977

売上原価 7,860 9,598

売上総利益 1,424 1,379

販売費及び一般管理費 ※１ 1,176 ※１ 1,183

営業利益 247 195

営業外収益   

受取利息及び配当金 4 4

補助金収入 － 54

その他 0 2

営業外収益合計 5 61

営業外費用   

支払利息 16 14

その他 2 0

営業外費用合計 19 15

経常利益 234 241

特別利益   

事業譲渡益 － ※２ 27

特別利益合計 － 27

特別損失   

投資有価証券評価損 － 6

特別損失合計 － 6

税金等調整前四半期純利益 234 263

法人税等 92 115

四半期純利益 141 147

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 141 147

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 0

退職給付に係る調整額 9 11

その他の包括利益合計 9 11

四半期包括利益 150 159

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 150 159

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2018年10月１日
　至　2019年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 234 263

減価償却費 326 399

補助金収入 - △54

事業譲渡損益（△は益） - △27

投資有価証券評価損益（△は益） - 6

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 34 42

受取利息及び受取配当金 △4 △4

支払利息 16 14

未収入金の増減額（△は増加） △8 196

前払費用の増減額（△は増加） △421 △142

未払金の増減額（△は減少） 245 252

前受金の増減額（△は減少） △89 △62

その他 △49 61

小計 285 944

利息及び配当金の受取額 2 2

利息の支払額 △16 △14

法人税等の支払額 △205 △65

補助金の受取額 - 54

営業活動によるキャッシュ・フロー 66 921

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,414 △693

無形固定資産の取得による支出 △5 △21

敷金及び保証金の差入による支出 △81 △82

敷金及び保証金の回収による収入 18 1

建設協力金の回収による収入 12 12

関係会社株式の取得による支出 △18 -

その他 △22 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,511 △797

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,300 2,700

長期借入れによる収入 1,222 478

長期借入金の返済による支出 △457 △457

社債の償還による支出 △17 △23

リース債務の返済による支出 △2 △2

ストックオプションの行使による収入 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,045 2,695

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,600 2,818

現金及び現金同等物の期首残高 1,301 1,480

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,901 ※ 4,299
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2018年10月１日
　　至 2019年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年10月１日

　　至 2020年３月31日）

役員報酬 29百万円 26百万円

給与手当 264百万円 260百万円

賞与引当金繰入額 31百万円 51百万円

租税公課 358百万円 427百万円

 

※２　事業譲渡益

当第２四半期連結累計期間（自 2019年10月１日 至 2020年３月31日）

事業譲渡益は、連結子会社の保育所マッチングサービス事業（企業主導型保育所の定員数に対する空き枠を

シェアし、利用したい企業の従業員と保育園をマッチングさせるサービス）を譲渡したものであります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年10月１日
至 2019年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年10月１日
至 2020年３月31日）

現金及び預金勘定 3,901百万円 4,299百万円

現金及び現金同等物 3,901百万円 4,299百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年10月１日　至　2019年３月31日）

１．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年10月１日　至　2020年３月31日）

１．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　当社グループは、「子育て支援事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年10月１日

至　2019年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

（1）１株当たり四半期純利益 15円53銭 16円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 141 147

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
141 147

普通株式の期中平均株式数（株） 9,117,532 9,175,917

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 15円12銭 15円72銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 250,357 216,386

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

 

－

 

－

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年５月13日

株式会社グローバルキッズCOMPANY

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　剛　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉江　俊志　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グロー

バルキッズCOMPANYの2019年10月１日から2020年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年１月１

日から2020年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年10月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グローバルキッズCOMPANY及び連結子会社の2020年３月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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